
 ならちゅうしん経営研究会  例会報告 

              第 321 回 研究会 （ベトナム視察研修） 

 

日 時  平成 30年 3月 15日（木） ～ 18 日（日） 

 

場 所  海外視察 ベトナム社会主義共和国 

 

内 容  第 1日目 3月 15日（木） 

       午前 11時 00分 関西国際空港発 

       午後 2 時 30分 ホーチミンタイソンニャット国際空港着 

      第 2日目 3月 16日（金） 

       １．企業視察    ＶＩＥＴＮＡＭ ＳＨＩＮＥ ＣＯ．，ＬＴＤ． 

                    （ＤｏｎｇＮａｉ省ＢｉｅｎＨｏａ市アマタ工業団地） 

                    フライパン製造（テフロン樹脂加工、フッ素樹脂加工） 

       ２．企業視察    ＡＣＥＣＯＣＫ ＶＩＥＴＮＡＭ ＪＯＩＮＴ ＳＴＯＣＫ ＣＯＭＰＡＮＹ 

                    （ＨｏＣｈｉＭｉｎｈ市） 

                    即席麺製造 

         店舗視察    ＡＥＯＮモール 

                    イオンベトナム 1号店 

      第 3日目 3月 17日（土） 

       ３．企業視察    ＪＵＫＩ（ＶＩＥＴＮＡＭ） ＣＯ．，ＬＴＤ． 

                    （ＨｏＣｈｉＭｉｎｈ市） 

         店舗視察    Ｃｒｅｓｃｅｎｔ Ｍａｌｌ 

      第 4日目 3月 18日（日） 

       午前 1 時 00分 ホーチミンタイソンニャット国際空港発 

午前 7 時 30分 関西国際空港着 

 

 

 今年度の視察研修は、期初の計画通り、ベトナム社会主義共和国への海外視察研修を

実施いたしました。 

 

（ベトナム社会主義共和国について） 

 ベトナム社会主義共和国は、東南アジアのインドシナ半島東部に位置する社会主義共

和国で首都は北部のハノイです。人口は９，２６０万人、名目ＧＤＰは２，０１３億Ｕ

Ｓドル、国民１人当たりのＧＤＰは２，１７３ＵＳドルで東南アジア諸国でも低位にあ

ります。 



 ベトナムは越南と言われ古くより繰り返し中国からの侵略と支配を受けてきた歴史

があります。近世では１８４７年のダナンの戦いを契機にフランスの植民地支配が始ま

りました。第二次世界大戦の日本軍進駐によりフランスの植民地支配より開放されまし

たが、戦後１９４６年よりインドシナ戦争が勃発し、ベトナム民主共和国（北ベトナム）

とベトナム共和国（南ベトナム）に分裂しました。１９６２年からは南ベトナムにアメ

リカが軍事介入しベトナム戦争が始まり１９７５年のサイゴン陥落まで続きました。翌

年、南ベトナム消滅により南北統一が実現し、初めての南北統一選挙が行われ、ベトナ

ム民主共和国がベトナム社会主義共和国に改名されました。しかし、その後もカンボジ

ア・ベトナム戦争、中越戦争と戦争は続き、漸く１９９１年越中国交正常化により平和

が訪れました。 

 １９９５年アメリカと和解し、同年東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）への加入が認

められ、１９９８年アジア太平洋経済協力機構（ＡＰＥＣ）に参加、２００７年には世

界貿易機関（ＷＴＯ）に正式加盟しました。 

 近年の日本との関係は「緩やかな同盟関係」と評され、日本政府によるＯＤＡ、経団

連による経済支援が積極的に展開されており、空港や架橋、道路、トンネルなどベトナ

ムの基幹インフラの整備に日本からの援助が一役を買っています。特に本田技研工業は

ベトナムにおける主要な交通手段となっているオートバイを１９７０年代より販売し

ており同国では最も知られた日本企業です。２００３年には日越投資協定を締結し、日

系企業の本格進出が始まりました。 

 ベトナム人の平均年齢は３０歳で２０～３４歳が人口ピラミッドのボリュームゾー

ンとなっておりベトナム戦争後に生まれた世代が中心の若く活力ある国です。 

 

サイゴン大教会 



（ＶＩＥＴＮＡＭ ＳＨＩＮＥ ＣＯ．，ＬＴＤ．視察） 

 第２日目３月１６日の午前中に最初の視察先としてベトナムシャイン有限責任会社

を訪問させて頂きました。同社は２００４年６月に設立され、今年で１４年目を迎えま

す。約１０，０００㎡の敷地に３棟の工場倉庫が立ち並び、アルミニウム製のフッ素樹

脂加工を施したフライパンを主に生産されています。また隣接した別工場（約６，００

０㎡）では別会社にてセラミックコーティング製品を生産されています。同社はベトナ

ム国内向けが２割、日本を中心とした輸出向けが８割の販売構成です。ベトナム国内向

けは自社ブランド製品で、日本向けはＯＥＭ製品が主力でベトナム製フライパンのほぼ

全量を賄い年間約１１０万本を日本に輸出されています。 

 最初に川﨑社長より会社の概要、ベトナム進出の経緯、同社の製品についてご説明頂

いた後、工場を見学させて頂きました。ベトナムシャインでは、原料であるアルミニウ

ムの溶解からプレス、フッ素樹脂加工、組立、仕上げまで全工程を同社工場で完結する

一貫生産を実現されコストダウンを図っています。スタッフは約１２０名、若いスタッ

フが多く、勤勉、真面目な勤務態度が窺え、同社のベトナム現地社員への教育、管理レ

ベルの高さに感心しました。 

 

 

 

 



（ＡＣＥＣＯＣＫ ＶＩＥＴＮＡＭ ＪＯＩＮＴ ＳＴＯＣＫ ＣＯＭＰＡＮＹ視察） 

 第２日目３月１６日の午後は、エースコックベトナム株式会社を訪問させて頂きまし

た。最初に梶原社長より歓迎のご挨拶を頂いた後、マーケティング管理部門長の高田氏

より同社の概要やベトナムでのビジネス環境についてご説明を頂き、製造管理長の山田

氏に工場内を案内頂きました。 

 同社は１９９３年１２月に設立され、１９９５年７月より即席麵の生産を開始されま

した。現在ではベトナム国内に７拠点１１工場を有し５，４４４名（日本人スタッフ１

７名）のスタッフを雇用しています。ベトナムでは１９９０年代以降即席麵のマーケッ

トが大きく成長し、中国、インドネシア、日本に次いで世界４位の消費国となり年間５

１億食が消費されています。その中で同社の国内シェアは５０％を超えており揺ぎ無い

リーディングカンパニーの地位を築きあげています。特に同社の高品質でおいしい「ハ

オハオ（ＨａｏＨａｏ）」という商品が大ヒットし年間１５億食が販売され同国内での

認知度は１００％を誇っています。同社のベトナム国内での成功の秘訣は、「ベトナム

国での食品全体の品質向上に貢献する」との理念のもと、国内での営業システムを構築

し、嗜好・味覚の違いを克服するためにベトナム独自の味作りを研究し、高コストの障

壁を乗り越えるため現地化を推進したことによるとのことでした。 

 

 

 



（ＪＵＫＩ（ＶＩＥＴＮＡＭ） ＣＯ．，ＬＴＤ．視察） 

第３日目３月１７日の午前中は、ジュキベトナム有限責任会社を訪問させて頂きまし

た。最初に中尾社長より同社の概要をご説明頂いた後、各カンパニー長の田中氏、佐藤

氏、クン氏に工場内をご案内頂きました。 

同社はホーチミン市タントアン輸出加工区内に設置された工業用ミシン・各種精密部

品を製造するメーカーで、１９９５年１月に設立され２０１０年４月よりミシンの製造

を開始されました。社内を縫製機器カンパニー（ミシン製造）、精密鋳造カンパニー（自

動車部品、空圧工具等他社向け部品製造）、部品製造カンパニー（ＪＵＫＩグループ向

け部品製造）に分け工場のスマート化（生産の効率化）に取り組んでいます。４２，１

００㎡の工場にスタッフ１，４２３名（日本人スタッフ９名）を雇用し、主力のミシン

は月に１．５万台、年間１８万台を生産され、主に中国、東南アジア向けに輸出されて

います。 

 工場は精密鋳造（第１工場）、頭部加工（第２工場）、部品加工（第３工場）、ミシン

組立（第４工場）に分れ、各工場では「工場のスマート化」をキャッチフレーズに現場

改善に積極的に取り組んでおられました。同社では創立時よりホーチミン工科大学の優

秀な理系人材を採用し、現地スタッフによる高いマネジメントを実現されています。 

 

 

 



（まとめ） 

 今回のベトナム視察研修にご協力頂きました企業の皆様のお言葉によりますと、ベト

ナム社会主義共和国は、政治的、宗教的に安定しており治安が良く歴史的な背景から親

日家が多いとのことでした。社会主義国ではありますが１９８６年よりのドイモイ政策

により市場経済路線へと転換し工業化と近代化を二大戦略として高度経済成長をめざ

しています。資源に恵まれ、良質な労働力が強みであり、人口ボーナス期にある活力あ

る国で、今後も海外進出先として注目していくべき国であります。 

 今回の視察先企業は、社員の大半が現地のベトナム人スタッフで、日本人スタッフは

ごく僅かな人数でした。現地で多くの人々を雇用し、外貨を稼ぎ、同国の経済発展に貢

献して来られました。そのように進出国の発展に貢献すること、そして現地の文化、社

会特性、国民性を理解し適応していくことが海外進出における成功の秘訣と学ばせて頂

きました。 

最後に、ベトナムシャインの川﨑社長、近藤様、堀内様をはじめ、今回のベトナム視

察研修が、多くの方のご好意により、充実した研修となりましたことに深く感謝申し上

げます。 

 


